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このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（上段左から）
さいとう　う　　たくん（４さい）
ふじむら　ひ ま りさん（５さい）
つ ぼ ね　あ お いさん（５さい）
よ し た　こ う たくん（５さい）
あきもと　は す みさん（４さい）
よ し た　ひ す いくん（５さい）
（下段左から）
いしざわ　と　　わくん（５さい）
おおさわ　む　　ぎさん（６さい）
か さ い　め い なさん（６さい）

みよし保育園のなかよしたち

「みよし保育園マーチングバンド」

読者投稿
掲載ページ

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します
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元
気
で
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あ
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う
♡
」
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こ
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か
ら
も
た
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ん
お
話
聞
か
せ
て
ね
☆
」
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深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。

・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品など
を広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真
やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐し
い昭和・平成の写真、日常の風景や一コマな
ど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんから
のご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」
と入力し、本文にコメントとペンネームを
入力したうえで、掲載してほしい写真を添
付して次のメールアドレスへ送信してくだ
さい。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真
とコメント、ペンネームを記入したものを
添えてください。
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り
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合
併
20
周
年

　
　
　記
念
式
典

深
浦
町
20
年
の
あ
ゆ
み

深
浦
町
20
年
の
あ
ゆ
み

　
６
月
14
日
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ

ザ
「
ゆ
と
り
」
に
お
い
て
、
深
浦

町
・
岩
崎
村
合
併
20
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
関
係
者
や

褒
賞
受
賞
者
な
ど
約
１
３
０
人
が
、

合
併
20
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
「
北
前
太
鼓
　
風
の

会
」
の
祝
典
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
平
沢
町
長
は
「
深
浦
町
が
歩
ん

で
き
た
20
年
間
、
町
の
特
色
あ
る
資

源
を
活
用
し
た
様
々
な
事
業
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
と

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
取
組
が
、

町
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
い
つ
ま
で
も

住
み
続
け
た
い
と
思
う
、
活
気
と
希

望
が
あ
ふ
れ
る
深
浦
町
の
実
現
に
向

け
て
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
勢
の
発
展
に
貢
献
・
尽

力
さ
れ
た
方
々
に
特
別
功
労
賞
や
功

労
賞
、
善
行
褒
賞
を
贈
り
、
そ
の
功

績
を
称
え
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
合
併
か
ら
20

年
の
歩
み
を
映
像
で
振
り
返
り
、
出

席
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を
し
て
、
町

の
持
続
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
役
場
町
民
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
岩
崎
地

区
の
伝
統
芸
能
「
花
上
げ
踊
り
」
や

町
内
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
ブ

ル
ー
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」
に
よ
る
ダ
ン

ス
、
町
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
近
藤
金
吾
さ
ん
の
熱
唱
が

記
念
す
べ
き
合
併
20
年
の
節
目
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

褒賞状を受け取る吉田満前町長
20周年を祝い、出席者全員で万歳三唱

ブルーポップコーンの初舞台

ブルーポップコーンの初舞台

「深浦慕情」を熱唱する平沢町長と近藤金吾さん

伝統芸能「花上げ踊り」

平
成
17
年
３
月
31
日
　
深
浦
町
、
岩
崎
村
が
合
併
し
、
新
「
深

浦
町
」
ス
タ
ー
ト
　
写
真
①

平
成
17
年
４
月
27
日
　
北
前
船
の
海
運
の
歴
史
を
伝
え
る
「
風

待
ち
舘
」
が
完
成

平
成
19
年
８
月
６
日
　
大
相
撲
「
夕
陽
海
岸
深
浦
場
所
」
開
催

平
成
19
年
10
月
30
日
　
国
道
１
０
１
号
追
良
瀬
・
田
野
沢
バ
イ

パ
ス
開
通

平
成
20
年
４
月
26
日
　
深
浦
小
学
校
統
合
記
念
式
典
　
写
真
②

平
成
21
年
４
月
16
日
　
い
わ
さ
き
小
学
校
新
校
舎
落
成

平
成
21
年
７
月
25
日
　
深
浦
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
・
26
日
　
開
催
　
写
真
③

平
成
22
年
５
月
29
日
　
深
浦
町・岩
崎
村
合
併
５
周
年
記
念
式
典

平
成
24
年
７
月
10
日
　
深
浦
町
農
水
産
物
加
工
場
落
成
式
　
　

写
真
④

平
成
25
年
４
月
３
日
　
学
校
給
食
ス
タ
ー
ト 

平
成
25
年
６
月
13
日
　
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
完
成
披
露
会

開
催

平
成
26
年
４
月
30
日
　
深
浦
消
防
署
落
成
　
写
真
⑤

平
成
26
年
５
月
15
日
　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
十
二
湖
の
森
」

オ
ー
プ
ン

平
成
26
年
12
月
15
日
　
サ
ー
モ
ン
養
殖
実
証
事
業
に
係
る
三
者

（
深
浦
町
・
オ
カ
ム
ラ
食
品
工
業
・
弘

前
大
学
）
連
携
協
定
締
結

平
成
27
年
５
月
30
日
　
深
浦
町・岩
崎
村
合
併
10
周
年
記
念
式
典

平
成
29
年
４
月
28
日
　
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い

だ
異
空
間
　
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集

落
」
が
、
日
本
遺
産
に
認
定

平
成
30
年
３
月
26
日
　
北
金
ヶ
沢
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成

平
成
30
年
５
月
30
日
　
深
浦
診
療
所
開
所
式
　
写
真
⑥

平
成
31
年
４
月
16
日
　
三
者
連
携
協
定
に
よ
り
進
め
て
き
た
養

殖
実
証
事
業
、
サ
ー
モ
ン
初
水
揚
げ
　

写
真
⑦

令
和
元
年
10
月
11
日
　
白
神
岳
避
難
小
屋
の
修
復
工
事
完
成
　

（
全
国
か
ら
多
額
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
る
）

写
真
⑧

令
和
２
年
４
月
16
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令

令
和
４
年
８
月
３
日
　
本
県
初
と
な
る
線
状
降
水
帯
が
発
生
し

観
測
史
上
最
大
の
降
水
量
を
記
録
　
　

写
真
⑨

令
和
５
年
４
月
１
日
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
格
運
行
　
　
　

写
真
⑩

令
和
５
年
７
月
15
日
　
２
年
連
続
で
豪
雨
災
害
発
生

令
和
７
年
６
月
14
日
　
深
浦
町・岩
崎
村
合
併
20
周
年
記
念
式
典
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深浦町・岩崎村
町村合併20周年記念
47人、３団体に褒賞

　平成17年３月31日に旧深浦町と旧岩崎村が合併して、新たな深浦町が誕生し、20周年の節目を迎え
ました。この節目にあたり、町政進展にご尽力くださいました47人、３団体の皆さまの功績を称え褒
賞を行いました。

吉田　満
（71歳）驫木

　長年にわたり、町
議会議員及び町長と
して、町政運営に手
腕を発揮し、まちづ
くり、町民の融和、
行政改革及び財政健
全化に尽力し地方自
治の振興発展に貢献

西﨑　義三
（88歳）舮作

　長年にわたり、地元漁
協組合長等を歴任し、漁
協の発展に尽力するとと
もに、青森県信用漁業協
同組合連合会代表理事会
長として経営改善の取組
などに指導的役割を果た
し、水産業の振興に貢献
※令和３年４月29日
　旭日小綬章

増冨　與志徳
（74歳）川原町

　長年にわたり、町
消防団員として、地
域における消防防災
力の向上に尽力。消
防副団長歴任
※令和４年４月29日
　瑞宝単光章

蝦名　莊一
（76歳）大間越

　長年にわたり、町
村消防団員として、
地域における消防防
災力の向上に尽力。
消防分団長歴任
※令和５年11月３日
　瑞宝単光章

鎌田 　正規
（74歳）森山

　長年にわたり、町
村消防団員として、
地域における消防防
災力の向上に尽力。
消防副団長歴任
※令和３年11月３日
　瑞宝単光章

（故）堺　繁文
岩崎中

　長年にわたり、町
村議会議員として村
政及び町政の発展と
地方自治の振興に貢
献
※令和６年８月26日
　旭日単光章

特別功労褒賞特別功労褒賞

功 労 褒 賞功 労 褒 賞

自治功労

斉藤　登
（68歳）風合瀬

　長年にわたり、町
議会議員として町政
の発展と地方自治の
振興に貢献

産業振興功労

角谷　喜春
（77歳）広戸

　長年にわたり、町
消防団員として、地
域における消防防災
力の向上に尽力。消
防団長歴任
※令和４年４月29日
　瑞宝双光章

斉藤　正
（77歳）柳田

　長年にわたり、町
消防団員として、地
域における消防防災
力の向上に尽力。消
防分団長歴任
※令和４年11月３日
　瑞宝単光章

藤田　定克
（77歳）柳田

　長年にわたり、町
消防団員として、地
域における消防防災
力の向上に尽力。消
防分団長歴任
※令和３年４月29日
　瑞宝単光章

消防功労

八木　利彦
（84歳）川原町

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力。鰺ヶ沢地区交
通指導隊深浦第一小
隊長歴任 

大髙　恒藏
（82歳）崎の町

　長年にわたり、町
議会議員として町政
の発展と地方自治の
振興に貢献 

齋藤　雅則
 （59歳）広戸

　長年にわたり、学
校歯科医として、児
童生徒の保健衛生の
向上に寄与 

相馬　真司
（59歳）５区

　長年にわたり、教
育委員として、地域
に根ざした個性豊か
な文化活動の推進に
寄与 

山本　幸子
 （76歳）東野

　長年にわたり、民
生児童委員として、
社会福祉及び児童福
祉の推進に寄与 

岩根　久美子
（69歳）塩見崎

　長年にわたり、民
生児童委員として、
社会福祉及び児童福
祉の推進に寄与 

堀内　満
（80歳）正久

　長年にわたり、行
政連絡員として、地
方自治の振興発展に
貢献 

兵藤　孝司
（74歳）７区

　長年にわたり、行
政連絡員として、地
方自治の振興発展に
貢献 

工藤　正和
（61歳）広戸

　長年にわたり、行
政連絡員として、地
方自治の振興発展に
貢献 

菊地　義篤
（76歳）７区

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力。鰺ヶ沢地区交
通指導隊総隊長歴任 

交通功労

民生功労

自治功労

（故）杉野森　清克
関

　長年にわたり、青
森県相撲連盟副会長
及び会長並びに東北
相撲競技会副会長と
して、相撲競技の普
及・発展に尽力
※令和３年４月29日
　旭日双光章

体育功労

教育功労
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深浦町・岩崎村
町村合併20周年記念
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　平成17年３月31日に旧深浦町と旧岩崎村が合併して、新たな深浦町が誕生し、20周年の節目を迎え
ました。この節目にあたり、町政進展にご尽力くださいました47人、３団体の皆さまの功績を称え褒
賞を行いました。

吉田　満
（71歳）驫木

　長年にわたり、町
議会議員及び町長と
して、町政運営に手
腕を発揮し、まちづ
くり、町民の融和、
行政改革及び財政健
全化に尽力し地方自
治の振興発展に貢献

西﨑　義三
（88歳）舮作

　長年にわたり、地元漁
協組合長等を歴任し、漁
協の発展に尽力するとと
もに、青森県信用漁業協
同組合連合会代表理事会
長として経営改善の取組
などに指導的役割を果た
し、水産業の振興に貢献
※令和３年４月29日
　旭日小綬章

増冨　與志徳
（74歳）川原町

　長年にわたり、町
消防団員として、地
域における消防防災
力の向上に尽力。消
防副団長歴任
※令和４年４月29日
　瑞宝単光章

蝦名　莊一
（76歳）大間越

　長年にわたり、町
村消防団員として、
地域における消防防
災力の向上に尽力。
消防分団長歴任
※令和５年11月３日
　瑞宝単光章

鎌田 　正規
（74歳）森山

　長年にわたり、町
村消防団員として、
地域における消防防
災力の向上に尽力。
消防副団長歴任
※令和３年11月３日
　瑞宝単光章

（故）堺　繁文
岩崎中

　長年にわたり、町
村議会議員として村
政及び町政の発展と
地方自治の振興に貢
献
※令和６年８月26日
　旭日単光章

特別功労褒賞特別功労褒賞
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斉藤　登
（68歳）風合瀬

　長年にわたり、町
議会議員として町政
の発展と地方自治の
振興に貢献

産業振興功労

角谷　喜春
（77歳）広戸

　長年にわたり、町
消防団員として、地
域における消防防災
力の向上に尽力。消
防団長歴任
※令和４年４月29日
　瑞宝双光章

斉藤　正
（77歳）柳田

　長年にわたり、町
消防団員として、地
域における消防防災
力の向上に尽力。消
防分団長歴任
※令和４年11月３日
　瑞宝単光章

藤田　定克
（77歳）柳田

　長年にわたり、町
消防団員として、地
域における消防防災
力の向上に尽力。消
防分団長歴任
※令和３年４月29日
　瑞宝単光章

消防功労

八木　利彦
（84歳）川原町

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力。鰺ヶ沢地区交
通指導隊深浦第一小
隊長歴任 

大髙　恒藏
（82歳）崎の町

　長年にわたり、町
議会議員として町政
の発展と地方自治の
振興に貢献 

齋藤　雅則
 （59歳）広戸

　長年にわたり、学
校歯科医として、児
童生徒の保健衛生の
向上に寄与 

相馬　真司
（59歳）５区

　長年にわたり、教
育委員として、地域
に根ざした個性豊か
な文化活動の推進に
寄与 

山本　幸子
 （76歳）東野

　長年にわたり、民
生児童委員として、
社会福祉及び児童福
祉の推進に寄与 

岩根　久美子
（69歳）塩見崎

　長年にわたり、民
生児童委員として、
社会福祉及び児童福
祉の推進に寄与 

堀内　満
（80歳）正久

　長年にわたり、行
政連絡員として、地
方自治の振興発展に
貢献 

兵藤　孝司
（74歳）７区

　長年にわたり、行
政連絡員として、地
方自治の振興発展に
貢献 

工藤　正和
（61歳）広戸

　長年にわたり、行
政連絡員として、地
方自治の振興発展に
貢献 

菊地　義篤
（76歳）７区

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力。鰺ヶ沢地区交
通指導隊総隊長歴任 

交通功労

民生功労

自治功労

（故）杉野森　清克
関

　長年にわたり、青
森県相撲連盟副会長
及び会長並びに東北
相撲競技会副会長と
して、相撲競技の普
及・発展に尽力
※令和３年４月29日
　旭日双光章

体育功労

教育功労
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山本　幸宏
（77歳）崎の町

　驫木沖の黒島で発
生した救急事案の際、
迅速適切な救助を行
い、人命を救護 

岸本　良雄
（62歳）崎の町

　驫木沖の黒島で発
生した救急事案の際、
迅速適切な救助を行
い、人命を救護 

原田　英人
（65歳）５区

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力 

田丸　良子
（79歳）関 

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力 

吉田　清喜
（93歳）驫木

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

福田　博明
（67歳）北金２区 
　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

岩本　靜
（78歳）黒崎

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

金沢　正彦
（81歳）広戸

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

小野　正子
（72歳）晴山

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

（株）オカムラ食品工業
青森市

　令和３年６月に一般寄附金として1,500
万円、令和４年６月と令和５年６月に企
業版ふるさと納税により合わせて1,500
万円を寄附され、町の振興発展に寄与

西つがる風力発電（株）
東京都

　令和４年９月、令和５年９月及び令和
７年３月に企業版ふるさと納税により合
わせて3,000万円を寄附され、町の振興
発展に寄与 
　※令和５年９月23日 紺綬褒章
　※令和６年９月21日 紺綬褒章

（株）みちのく計画
青森市

　令和４年11月に企業版ふるさと納税
により500万円を寄附され、町の振興発
展に寄与 

越　桂子
（85歳）関

長年にわたり、納税
貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

中川　真澄
（62歳）崎の町

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力 

吉田　隆
（72歳）驫木

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

川村　綾子
（65歳）大間越

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

小林　昭忠
（83歳）横磯

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

泉谷　信義
（80歳）黒崎

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

西﨑　義三
（88歳）舮作

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

葛西　勝子
 （59歳）田野沢
　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

岩森　政志
 （71歳）沢辺

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力

西崎　哲彦
（73歳）舮作

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力

阿部　義章
（77歳）５区

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力 

清水谷　金剛
（76歳）柳田

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

大髙　恒藏
（82歳）崎の町

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

大川　美知男
（90歳）北金２区 
　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

石戸谷　裕子
（85歳）岩崎下

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

西﨑　修治
（59歳）東京都

　深浦会東京会長と
して、ふるさと深浦
町との交流を深め、
活力ある町づくりに
貢献 善 行 褒 賞善 行 褒 賞

寄　　附

交通功労

交通功労

功績顕著 納税功労

人命救助藤田　せつ
（74歳）岩坂

　長年にわたり、民
生児童委員として、
社会福祉及び児童福
祉の推進に寄与 
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山本　幸宏
（77歳）崎の町

　驫木沖の黒島で発
生した救急事案の際、
迅速適切な救助を行
い、人命を救護 

岸本　良雄
（62歳）崎の町

　驫木沖の黒島で発
生した救急事案の際、
迅速適切な救助を行
い、人命を救護 

原田　英人
（65歳）５区

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力 

田丸　良子
（79歳）関 

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力 

吉田　清喜
（93歳）驫木

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

福田　博明
（67歳）北金２区 
　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

岩本　靜
（78歳）黒崎

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

金沢　正彦
（81歳）広戸

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

小野　正子
（72歳）晴山

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

（株）オカムラ食品工業
青森市

　令和３年６月に一般寄附金として1,500
万円、令和４年６月と令和５年６月に企
業版ふるさと納税により合わせて1,500
万円を寄附され、町の振興発展に寄与

西つがる風力発電（株）
東京都

　令和４年９月、令和５年９月及び令和
７年３月に企業版ふるさと納税により合
わせて3,000万円を寄附され、町の振興
発展に寄与 
　※令和５年９月23日 紺綬褒章
　※令和６年９月21日 紺綬褒章

（株）みちのく計画
青森市

　令和４年11月に企業版ふるさと納税
により500万円を寄附され、町の振興発
展に寄与 

越　桂子
（85歳）関

長年にわたり、納税
貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

中川　真澄
（62歳）崎の町

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力 

吉田　隆
（72歳）驫木

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

川村　綾子
（65歳）大間越

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

小林　昭忠
（83歳）横磯

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

泉谷　信義
（80歳）黒崎

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

西﨑　義三
（88歳）舮作

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

葛西　勝子
 （59歳）田野沢
　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

岩森　政志
 （71歳）沢辺

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力

西崎　哲彦
（73歳）舮作

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力

阿部　義章
（77歳）５区

　長年にわたり、交
通指導隊員として、
交通事故の撲滅や交
通安全意識の向上に
尽力 

清水谷　金剛
（76歳）柳田

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

大髙　恒藏
（82歳）崎の町

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

大川　美知男
（90歳）北金２区 
　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与

石戸谷　裕子
（85歳）岩崎下

　長年にわたり、納
税貯蓄組合長として、
組合員の納税意識の
向上と町行政の事業
進展に寄与 

西﨑　修治
（59歳）東京都

　深浦会東京会長と
して、ふるさと深浦
町との交流を深め、
活力ある町づくりに
貢献 善 行 褒 賞善 行 褒 賞

寄　　附

交通功労

交通功労

功績顕著 納税功労

人命救助藤田　せつ
（74歳）岩坂

　長年にわたり、民
生児童委員として、
社会福祉及び児童福
祉の推進に寄与 
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　明
る
い
町

大
盛
況
！
深
浦
会
東
京
総
会・交
流
会（
６
月
21
日
）

大
盛
況
！
深
浦
会
東
京
総
会・交
流
会（
６
月
21
日
）

　
首
都
圏
で
暮
ら
し
て
い
る
深
浦
町
出
身
者
が
、
親
睦

を
深
め
る
深
浦
会
東
京
総
会
・
交
流
会
が
品
川
区
総
合

区
民
会
館
「
き
ゅ
り
あ
ん
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
を
上
回
る
約
２
５
０
人
が
集
ま
り
、
故
郷
の
話
題
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
役
員
改
選
な
ど
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、

新
会
長
と
し
て
伊
藤
政
貴
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
深
浦
産
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
や
深
浦

牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
マ
グ
ロ
の
刺
身
な
ど
地
元
深

浦
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
並
び
、
参
加
者
は
ふ
る
さ

と
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
最
後
は
参
加
者
全
員
で
「
深
浦
慕
情
」
と

「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し

ま
し
た
。

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
総
務
省
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け

で
、
深
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
藤

田
修
司
氏
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
な
お
、
柴

田
一
喜
氏
は
令
和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
行
政
相
談
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
行
政

機
関
等
の
業
務
に
関
す
る
相
談
や
要
望
を

受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機

関
に
対
し
て
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
無
料
で
相
談
で
き
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

　
８
月
29
日
（
金
）
９
時
〜
12
時
　

　
場
所
：
大
戸
瀬
支
所

　
10
月
24
日
（
金
）
９
時
〜
12
時
　

　
場
所
：
深
浦
町
公
民
館

　
12
月
25
日
（
木
）
９
時
〜
12
時
　

　
場
所
：
岩
崎
支
所

　
２
月
27
日
（
金
）
９
時
〜
12
時
　

　
場
所
：
大
戸
瀬
支
所

※

右
記
相
談
日
は
、
人
権
相
談
所
も
合
同

で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
６
月
17
日
に
深
浦
小
学
校
と
い
わ

さ
き
小
学
校
の
４
年
生
23
人
が
、
十

二
湖
で
林
業
や
地
域
の
森
林
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
林
業
体
験
学
習
は
、
津
軽

森
林
管
理
署
及
び
津
軽
白
神
森
林
生

態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
と
深
浦
町
の
共

催
で
実
施
さ
れ
、
森
の
物
産
館

「
キ
ョ
ロ
ロ
」
駐
車
場
で
開
会
式
を

行
っ
た
後
、
６
班
に
分
か
れ
て
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
森
の
植
物
探
し
）

や
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
た
丸
太
切
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
青
池
や

鶏
頭
場
の
池
周
辺
を
散
策
し
、
渡
さ

れ
た
パ
ネ
ル
の
植
物
を
探
し
て
い
ま

し
た
。
目
当
て
の
植
物
を
見
つ
け
る

と
子
ど
も
た
ち
は
パ
ネ
ル
の
写
真
と

見
比
べ
て
確
認
し
た
後
、
植
物
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
特
徴
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　
い
わ
さ
き
小
学
校
の
川
口
結
夢
さ

ん
は
丸
太
切
り
体
験
に
つ
い
て

「
思
っ
た
よ
り
も
細
か
っ
た
け
ど
、

切
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
や
っ
て
い

く
う
ち
に
慣
れ
て
き
た
の
で
、
ま
た

今
度
や
っ
て
見
た
い
」
と
感
想
を
語

り
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
に
大
戸
瀬
中
学
校
体
育
館

で
、
深
浦
町
北
金
ヶ
沢
地
区
出
身
の
大
相

撲
元
関
脇
安
美
錦
の
安
治
川
親
方
に
よ
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
深
浦
中
学
校
と
大

戸
瀬
中
学
校
の
生
徒
や
相
撲
に
取
り
組
ん

で
い
る
小
学
生
、
関
係
者
な
ど
１
２
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
安
治
川
親
方
は
「
私
と
相
撲
人
生
〜
故

郷
と
相
撲
が
支
え
た
あ
き
ら
め
な
い
心

〜
」
と
題
し
、
相
撲
を
始
め
た
き
っ
か
け

や
相
撲
部
屋
へ
入
門
し
て
か
ら
大
変
だ
っ

た
こ
と
、
引
退
し
親
方
と
な
っ
た
後
に
安

治
川
部
屋
を
新
設
し
て
か
ら
今
に
至
る
ま

で
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
「
相
撲
を

や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間

は
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
横
綱
に

勝
っ
た
時
。
座
布
団
が
飛
ん
で
い
る
景
色

は
最
高
の
瞬
間
」
と
答
え
た
後
、
「
君
も

味
わ
っ
て
み
た
く
な
い
か
？
」
と
地
元
の

中
学
生
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
に
は
、
地
元
の
相
撲
道
場

「
天
心
館
」
と
鰺
ヶ
沢
町
の
「
丹
代
道

場
」
の
子
ど
も
た
ち
の
合
同
稽
古
の
様
子

を
見
学
し
、
一
人
一
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
ま
し
た
。
安
治
川
親
方
は
「
勝
っ

て
も
負
け
て
も
元
気
な
相
撲
を
取
る
こ

と
。
厳
し
い
稽
古
を
し
て
い
る
か
ら
頑

張
っ
て
」
と
子
ど
も
た
ち
に
激
励
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。

町
合
併
20
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　安
治
川
親
方
に
よ
る
講
演
会

町
合
併
20
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　安
治
川
親
方
に
よ
る
講
演
会

　
交
通
事
故
や
犯
罪
、
非
行
の
な
い
明
る

い
地
域
社
会
に
し
よ
う
と
交
通
安
全
・
青

少
年
非
行
防
止
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
町
民
総
決
起
大
会
が
６
月
26
日
に
各
地

区
や
団
体
、
事
業
所
か
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
に
先
立
ち
、
青
い
鳥
保
育
園
・
み

よ
し
保
育
園
・
え
の
木
保
育
園
・
き
ら
ら

保
育
園
の
園
児
た
ち
が
遊
戯
を
披
露
し
、

「
み
ん
な
で
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
」
と
、

大
き
な
声
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
大
会
で
は
、
深
浦
小
学
校
児
童
代
表
の

村
上
芽
郁
さ
ん
（
６
年
）
が
「
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
い
つ
も

声
を
か
け
あ
い
、
み
ん
な
で
注
意
し
、
気

を
付
け
ま
す
」
と
交
通
安
全
を
宣
言
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
鯵
ヶ
沢
地
区
保
護
司
会

の
八
木
橋
健
副
会
長
が
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
雨
の
た
め
、
深
浦
駅
ま
で
の
パ
レ
ー
ド

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
交

通
事
故
の
な
い
町
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
づ
く
り
へ
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

交
通
安
全
運
動

「
あ
な
た
も
参
加
　
わ
た
し
も
や
り
ま
す

　”交
通
安
全
“　」

青
少
年
非
行
防
止
運
動

「
育
て
よ
う
　
未
来
を
見
つ
め
る
　
か
が

や
く
瞳
」

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　明
る
い
町

ゆ

め

安治川親方による講演の様子

子どもたちの
稽古の様子を見る
安治川親方

安治川親方と記念撮影

林
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し
た

林
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し
た

藤田 修司 氏
（柳田）

子どもたちの
稽古の様子を見る
安治川親方

園児たちの
お遊戯

（きらら保育園）

青森県警察音楽隊による演奏とパフォーマンス

村上芽郁さん（深浦小６年）
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交
流
会
が
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川
区
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会
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き
ゅ
り
あ
ん
」
で
開
催
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ま
し
た
。
昨

年
を
上
回
る
約
２
５
０
人
が
集
ま
り
、
故
郷
の
話
題
に

花
を
咲
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せ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
役
員
改
選
な
ど
の
議
案
が
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認
さ
れ
、

新
会
長
と
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て
伊
藤
政
貴
さ
ん
が
選
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ま
し
た
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交
流
会
で
は
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深
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ぼ
焼
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地
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が
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び
、
参
加
者
は
ふ
る
さ

と
の
味
に
舌
鼓
を
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て
い
ま
し
た
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交
流
会
の
最
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は
参
加
者
全
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で
「
深
浦
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情
」
と

「
ふ
る
さ
と
」
を
合
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し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し

ま
し
た
。

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
総
務
省
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け

で
、
深
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
藤

田
修
司
氏
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
な
お
、
柴

田
一
喜
氏
は
令
和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
行
政
相
談
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
身
近
な
相
談
相
手

と
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て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
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か
ら
行
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や
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受
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付
け
、
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の
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機

関
に
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て
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
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無
料
で
相
談
で
き
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

　
８
月
29
日
（
金
）
９
時
〜
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時
　

　
場
所
：
大
戸
瀬
支
所

　
10
月
24
日
（
金
）
９
時
〜
12
時
　

　
場
所
：
深
浦
町
公
民
館

　
12
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日
（
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時
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時
　

　
場
所
：
岩
崎
支
所

　
２
月
27
日
（
金
）
９
時
〜
12
時
　

　
場
所
：
大
戸
瀬
支
所

※

右
記
相
談
日
は
、
人
権
相
談
所
も
合
同

で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
６
月
17
日
に
深
浦
小
学
校
と
い
わ

さ
き
小
学
校
の
４
年
生
23
人
が
、
十

二
湖
で
林
業
や
地
域
の
森
林
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
林
業
体
験
学
習
は
、
津
軽

森
林
管
理
署
及
び
津
軽
白
神
森
林
生

態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
と
深
浦
町
の
共

催
で
実
施
さ
れ
、
森
の
物
産
館

「
キ
ョ
ロ
ロ
」
駐
車
場
で
開
会
式
を

行
っ
た
後
、
６
班
に
分
か
れ
て
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
森
の
植
物
探
し
）

や
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
た
丸
太
切
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
青
池
や

鶏
頭
場
の
池
周
辺
を
散
策
し
、
渡
さ

れ
た
パ
ネ
ル
の
植
物
を
探
し
て
い
ま

し
た
。
目
当
て
の
植
物
を
見
つ
け
る

と
子
ど
も
た
ち
は
パ
ネ
ル
の
写
真
と

見
比
べ
て
確
認
し
た
後
、
植
物
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
特
徴
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　
い
わ
さ
き
小
学
校
の
川
口
結
夢
さ

ん
は
丸
太
切
り
体
験
に
つ
い
て

「
思
っ
た
よ
り
も
細
か
っ
た
け
ど
、

切
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
や
っ
て
い

く
う
ち
に
慣
れ
て
き
た
の
で
、
ま
た

今
度
や
っ
て
見
た
い
」
と
感
想
を
語

り
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
に
大
戸
瀬
中
学
校
体
育
館

で
、
深
浦
町
北
金
ヶ
沢
地
区
出
身
の
大
相

撲
元
関
脇
安
美
錦
の
安
治
川
親
方
に
よ
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
深
浦
中
学
校
と
大

戸
瀬
中
学
校
の
生
徒
や
相
撲
に
取
り
組
ん

で
い
る
小
学
生
、
関
係
者
な
ど
１
２
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
安
治
川
親
方
は
「
私
と
相
撲
人
生
〜
故

郷
と
相
撲
が
支
え
た
あ
き
ら
め
な
い
心

〜
」
と
題
し
、
相
撲
を
始
め
た
き
っ
か
け

や
相
撲
部
屋
へ
入
門
し
て
か
ら
大
変
だ
っ

た
こ
と
、
引
退
し
親
方
と
な
っ
た
後
に
安

治
川
部
屋
を
新
設
し
て
か
ら
今
に
至
る
ま

で
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
「
相
撲
を

や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間

は
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
横
綱
に

勝
っ
た
時
。
座
布
団
が
飛
ん
で
い
る
景
色

は
最
高
の
瞬
間
」
と
答
え
た
後
、
「
君
も

味
わ
っ
て
み
た
く
な
い
か
？
」
と
地
元
の

中
学
生
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
に
は
、
地
元
の
相
撲
道
場

「
天
心
館
」
と
鰺
ヶ
沢
町
の
「
丹
代
道

場
」
の
子
ど
も
た
ち
の
合
同
稽
古
の
様
子

を
見
学
し
、
一
人
一
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
ま
し
た
。
安
治
川
親
方
は
「
勝
っ

て
も
負
け
て
も
元
気
な
相
撲
を
取
る
こ

と
。
厳
し
い
稽
古
を
し
て
い
る
か
ら
頑

張
っ
て
」
と
子
ど
も
た
ち
に
激
励
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。

町
合
併
20
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　安
治
川
親
方
に
よ
る
講
演
会

町
合
併
20
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　安
治
川
親
方
に
よ
る
講
演
会

　
交
通
事
故
や
犯
罪
、
非
行
の
な
い
明
る

い
地
域
社
会
に
し
よ
う
と
交
通
安
全
・
青

少
年
非
行
防
止
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
町
民
総
決
起
大
会
が
６
月
26
日
に
各
地

区
や
団
体
、
事
業
所
か
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
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立
ち
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青
い
鳥
保
育
園
・
み
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保
育
園
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え
の
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園
・
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ら
ら

保
育
園
の
園
児
た
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遊
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披
露
し
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「
み
ん
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で
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
」
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、

大
き
な
声
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
大
会
で
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、
深
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児
童
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６
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「
交
通
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故
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を
付
け
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す
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通
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言
し
ま

し
た
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そ
の
後
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鯵
ヶ
沢
地
区
保
護
司
会

の
八
木
橋
健
副
会
長
が
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
雨
の
た
め
、
深
浦
駅
ま
で
の
パ
レ
ー
ド

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
交

通
事
故
の
な
い
町
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
づ
く
り
へ
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し

た
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ス
ロ
ー
ガ
ン

交
通
安
全
運
動

「
あ
な
た
も
参
加
　
わ
た
し
も
や
り
ま
す

　”交
通
安
全
“　」

青
少
年
非
行
防
止
運
動

「
育
て
よ
う
　
未
来
を
見
つ
め
る
　
か
が

や
く
瞳
」

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　明
る
い
町

ゆ

め

安治川親方による講演の様子

子どもたちの
稽古の様子を見る
安治川親方

安治川親方と記念撮影

林
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し
た

林
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し
た

藤田 修司 氏
（柳田）

子どもたちの
稽古の様子を見る
安治川親方

園児たちの
お遊戯

（きらら保育園）

青森県警察音楽隊による演奏とパフォーマンス

村上芽郁さん（深浦小６年）
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　大阪・関西万博会場内（EXPOホール）で
世界自然遺産登録されている５地域【知床】・
【白神山地】・【小笠原諸島】・【屋久島】・【奄美大
島・徳之島・沖縄】の関係者が一堂に会し、
自然遺産をPRするイベントが開催されました。
　白神山地からは当町のほか、鯵ヶ沢町・弘前市・西目屋
村等が出展。ステージイベントに登壇した平沢町長は「深
浦町は白神と日本海の距離が近い。養分が河川を通じて流
れ込むことにより、年間を通じて多種の魚介類が獲れ、マ
グロの漁獲量は県内トップ。」と対談の中で当町をアピー
ルしました。
　また、ホール内の展示室ではPR動画の放映、ガイドブ
ックの配布、認知度調査を行い、国内外から約4000人の
来場者へ深浦町（白神山地）の価値と魅力を伝達しました。

まちか
ど

　天心館の子どもたちが、相撲でより強くな
るために総合型地域スポーツクラブ「Joy 
Spo！ふかうら」の吉田一仁さんから、レスリングの技術
を学びました。
　吉田さんは、五所川原市のレスリング道場で監督を務め
ており、昨年度は全国チャンピオンを２名輩出。天心館か
らの依頼で練習に参加しました。
　吉田さんは、相手のさばき方などを実際に子どもたちと
組合いながらコツを伝えました。その後、子ども同士で組
合いの練習を行い、教わった技術や技を試していました。
　子どもたちは「いつもやらない技があって難しかった。
一つできる技があってよかった」と感謝を述べました。

異種スポーツの交流

　大戸瀬地区で約4.5㎞のウォーキングを行
いました。①北金ヶ沢のイチョウ②関のタブ
ノキ③関八幡宮のヤチダモ④浄安寺⑤関の甕
杉⑥関の古碑群⑦折曽のイチョウを巡り、新緑の景観を楽
しみました。浄安寺では【幽霊画】の他にも、貴重な品物
を拝見しました。また、おやつ休憩で食べた、漁師のおや
つ屋さんの【海鮮おやき】も参加者から大変好評でした。
　次回は秋頃の開催を予定しています。老若男女を問わず
楽しめますので、皆様のご参加お待ちしております。

　

　

新緑の巨樹・古木を巡る 大戸瀬地区ウォーキング

　 白神山地として大阪・関西万博へ出展

６／
５

レスリングの技術を学ぶ子どもたち　F-ミーティングの様子

　町長と町民グループが、地域の活性化・住
みよいふるさとづくりなど、よりよいまちづ
くりのため意見交換（Ｆ-ミーティング）を
行いました。
　初開催となった今回は、岩崎地区の自営業の人たちを中
心としたグループ「せばだばまいねびょん」と、町の補助
金に関するお話や人口減少・若者定住、経済活性化に関す
ることなど、参加者たちは様々な意見を交わしました。平
沢町長は、ひとつひとつの意見に耳を傾け、町で行ってい
る取組やこれからの考えを説明するなど、活発なミーティ
ングになりました。

　新緑の十二湖で、高齢者や障がい者、ボラ
ンティアの人たちが鉄道の旅を楽しむ企画
「まるっとふれあい鉄道」が開催されました。
　「まるっとふれあい鉄道」は、障害や年齢
に関係なく、みんなで一緒に小さな旅に出かけ、交流する
ことを目的に能代市の市民有志が実行委員会を組織し、運
行されました。
　この日参加した約170人の参加者は、五能線の能代～十
二湖間の鉄道の旅を楽しんだあと、十二湖の青池までを散
策しました。
　また、有志によるバンド演奏と共に手話や合唱なども楽
しみ、参加者全員で親睦を深め、助け合いの心、誰もが生
き生きとした人生を送ることの大切さを学びました。

まるっとふれあい鉄道　初開催！

　深浦中学校１年生の生徒が、深浦ねぶたの
紙貼り作業を体験しました。
　深浦ねぶたは合併20周年記念事業として、
有志が組織した実行委員会で制作、８月に運
行を予定しています。
　生徒たちは役場の職員から深浦ねぶたの起源や歴史につ
いて学んだ後、深浦ねぶた祭実行委員会の木村大希さんか
らねぶたの製作工程や紙貼りのポイントの説明を受けまし
た。
　生徒たちは実行委員会のメンバーから助言をもらいなが
ら紙貼りを体験し、夢中になって紙貼りを行いました。
　三浦慶也さんは「型を取るのが難しかったけど、やって
いく中で楽しいと思った。目の前でねぶたを見て、針金だ
けでも迫力を感じました」と感想を語りました。

　

　

深浦ねぶたの紙貼りを体験しました

　 F-ミーティング　初開催

６／
15

５／
31

６／
５

　夏秋トマトの本格出荷を前に、JAつがる
にしきた農協深浦野菜生産部会の「夏秋トマ
ト出荷目揃会」が開催されました。
　県によるトマトの栽培管理や、農協職員に
よる出荷基準、東京青果㈱による市場動向などの説明が行
われ、生産農家は真剣な表情で聞き入っていました。大船
晴雄部会長は「生産者の努力と工夫により、高品質なトマ
トが生産されています。これからも順調にトマトが生産で
きるようがんばりましょう」と呼びかけました。
　夏秋トマトは、県内有数の反収を誇り、町を代表する農
産物のひとつとなっています。
　トマトの生産は出荷総数300トン、販売総額１億円を目
標に11月上旬まで続きます。

高品質への再確認　令和７年度産夏秋トマト出荷目揃会農　
６／

23～

６／
13

けい や

６／
17

17
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まるっとふれあい鉄道　初開催！

　深浦中学校１年生の生徒が、深浦ねぶたの
紙貼り作業を体験しました。
　深浦ねぶたは合併20周年記念事業として、
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行を予定しています。
　生徒たちは役場の職員から深浦ねぶたの起源や歴史につ
いて学んだ後、深浦ねぶた祭実行委員会の木村大希さんか
らねぶたの製作工程や紙貼りのポイントの説明を受けまし
た。
　生徒たちは実行委員会のメンバーから助言をもらいなが
ら紙貼りを体験し、夢中になって紙貼りを行いました。
　三浦慶也さんは「型を取るのが難しかったけど、やって
いく中で楽しいと思った。目の前でねぶたを見て、針金だ
けでも迫力を感じました」と感想を語りました。

　

　

深浦ねぶたの紙貼りを体験しました

　 F-ミーティング　初開催

６／
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５／
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６／
５

　夏秋トマトの本格出荷を前に、JAつがる
にしきた農協深浦野菜生産部会の「夏秋トマ
ト出荷目揃会」が開催されました。
　県によるトマトの栽培管理や、農協職員に
よる出荷基準、東京青果㈱による市場動向などの説明が行
われ、生産農家は真剣な表情で聞き入っていました。大船
晴雄部会長は「生産者の努力と工夫により、高品質なトマ
トが生産されています。これからも順調にトマトが生産で
きるようがんばりましょう」と呼びかけました。
　夏秋トマトは、県内有数の反収を誇り、町を代表する農
産物のひとつとなっています。
　トマトの生産は出荷総数300トン、販売総額１億円を目
標に11月上旬まで続きます。

高品質への再確認　令和７年度産夏秋トマト出荷目揃会農　
６／
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納期内25ヶ年完納継続の表彰を受けた追良瀬第一納税貯蓄組合　岩根組合長

　町納税貯蓄組合長会議及び納税貯蓄組合連
合会総会が、町民文化ホールで開催されまし
た。
　納税貯蓄組合長会議では、納期内完納継続の納税貯蓄組
合長や5年以上勤務し退職された組合長を表彰。
　総会では、山谷連合会会長からのあいさつの後、今年度
の事業計画などが承認されました。
　町税の安定確保に向けて、納税貯蓄組合連合会では税知
識の普及、啓もう活動を展開することとしています。

納税理解の輪を広げる 　６／
18

　県の無形民俗文化財にも指定されている郷
土芸能「春日祭り」が大間越地区で行われま
した。
　今年は地域住民のほかに、白神山地の自然
保護と魅力発信、地域交流を目的に活動している「白神サ
ンガ・プロジェクト」のメンバーも参加。
　天候にも恵まれ、笛や太鼓の囃子に合わせて勇壮な太刀
振り踊りを披露しながら地区全域を回り、五穀豊穣や悪疫
退散を祈りました。
　大間越郷土芸能保存会会長の蝦名莊一さんは「地区の人
も減ってきた中で、地域の外から来た人も参加してくれて
ありがたい。最高の祭りになった」と参加した人たちに感
謝を述べていました。

大間越地区で郷土芸能「春日祭り」開催　

６／
28

　深浦中学校の生徒と保護者らによる資源ご
みの回収が行われました。
　生徒たちは、地域の方々や先生、保護者と
協力して、雑誌や段ボール、空き缶などを集積場に運び、
次々とトラックへ積み込んでいきました。
　リサイクル活動で得た収益金の一部は学校活動に役立て
られます。
　新岡慎三郎さんは「３年間資源ごみ回収を続けてきたけ
れど、これからも続いてほしい」と感想を語りました。
　深浦中学校では今秋にも同様の活動を行う予定です。

　 資源ごみ回収が行われました

23～

６／
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か し ま

トラックに資源ごみを積み込む生徒たち

『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより

歯を失う原因の
　　第１位です！

歯周病は40歳以上で、突然かかる病気？
　いいえ、初期の歯周病は痛みがないため、そのままにしていると、20年、30年かけて進行し、
40歳過ぎてから重症化することが多いです。
　若年層でも歯周病の患者は増えています！

歯周病は歯を失うリスクが高いだけではありません！
　歯周病が悪化すると、歯ぐきの毛細血管から歯周病菌や炎症物質が血管
に侵入して、体の様々なところで病気の発症や悪化をさせます。
（糖尿病、心臓病、骨粗しょう症、脳梗塞、誤嚥性肺炎、認知症、関節リ
ウマチ、低体重児出産・早産など）

どの年代もお口の中を意識しましょう‼
　歯周病を予防・改善するために…
　丁寧な歯みがき、歯科医院での定期健診・クリーニングが大事です。

町で行っている事業もぜひご活用ください。

　　歯周疾患（歯周病）検診
　　　20、30、40、50、60、70歳になる方を対象に無料で受けられる検診です。　
　　　今年度対象の方には９月頃、個別にお知らせします。

問合せ先　深浦町役場健康推進課　☎0173－82－0288

歯周病は歯を失う原因になります

物件情報やお知らせは
公式サイトをご覧くださいグットイグナル

  代表 山﨑 麻美

〒038-2504
深浦町大字北金ケ沢字塩見形272-14

TEL：0173-82-0813 FAX：0173-82-0814

宅地建物取引業 青森県知事（1）第3641号

空き家バンク登録申請お手伝いします

空き家でお困りの方はご相談ください

面倒な書類集めや書類作成は、
グットイグナルにおまかせください！

〈ご相談の際は、固定資産税課税明細書をご用意ください〉
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全国抜歯原因調査結果 
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深浦町文化協会活動中！加入団体を紹介します

　

　　　

☆大戸瀬おがずクラブ（坂本もとみ代表）

□問合せ先　深浦町文化協会事務局（深浦町公民館内）　TEL　74－2031

深浦町文化協会活動中！加入団体を紹介します

調理はみんなで楽しく！ 大戸瀬おがずクラブ活動開始!!

〇結成時期
　令和７年４月結成、現在に至る。会員16名。
〇活動内容
４月～３月（毎月１回）　月別定例会・料理実習
（深浦町農村環境改善センター（北金ヶ沢会館））
　身近な材料を使って『作って・食べて・おしゃ
べり』しましょうという会の趣旨に賛同してくれ
た会員が集まりスタートしました。
　会員相互の親睦を図り、よりよい食生活への関
心を深めていくとともに公の事業に協力すること

を目的としています。
〇会のモットー
　月１回の料理実習は当番制で、担当班がメニュー
決めから買い出し・レシピ・調理の説明を行います。
　料理はみんなで行い、少し早めの昼食をとり賑や
かな時間を過ごします。
　毎月どんなレシピが紹介されるのか楽しみです。
　始まったばかりのおがずクラブの活動ですが、一
つ一つの積み重ねを大事にし、楽しいクラブを目指
します。

【文化協会からお知らせ】
　文化協会所属団体では、公民館や両支所などの施設を活用した定期的な活動のほか、文化祭作品展への作
品出展、ふかうら芸能祭出演など様々な分野で趣味の活動を行っています。
　今回紹介しました「大戸瀬おがずクラブ」は、令和７年４月に設立し、活動を開始しています。
　文化協会は、みなさんの仲間づくり、趣味の活動を応援します。気軽にお電話ください。

　

　　　

深浦町公民館事業　【初心者の料理教室】開催！

トマトは力を入れず、左手は猫の手！ 日頃の成果を発揮しています みんなで美味しく「いただきま～す！」 美味しくできた今回の献立
たまご丼、トマトのきゅうりのサラダ、みそ汁

　深浦町公民館では多様な学習機会の充実に向け、成人・高齢者を対象に【初心者の私にもできる！料理教
室】を開催し、11名が参加しました。
　普段一人暮らしで出来合いの総菜や弁当が多い方、今は奥さんが作ってくれているが今度は私が作ってあ
げたい方、また、サプライズで奥さんやお子さん（お孫さん）に手料理をご馳走したい方などそれぞれの思
いで、簡単レシピに挑戦しました。
　講師に町栄養士２名を迎え、料理初心者向けの簡単レシピに栄養バランスなどの知識（特にしょっぱ口に
ならない様に！）を交え、楽しく調理しみなさんで美味しくいただきました。
【参加者の声】
・栄養士さんから優しく丁寧に野菜の切り方や調理のいろんなアレンジ方法を教えていただき、「なるほど
ー。こうすれば簡単にできるんだ！」、「今度は自分で作ってみよう！」と思った。
・楽しい料理教室なのであと２回いろんな料理に挑戦してみたい。次は「カレーや魚料理に挑戦したい！」
・たくさん集まって、楽しかった。
・参加者の中に数年ぶりに会った友人もいた。楽しく会話ができた。
※この教室は、町民の孤立を防ぎ仲間づくりも目的の一つとしております。

【公民館からお知らせ】
　この料理教室は町民の方からの要望により実現したものです。公民館では講座・教室などの事業実施にあ
たり町民のニーズや要望を参考にしています。
　みなさんのご意見・ご要望をお待ちしています。気軽にお電話ください。

＋

　このコーナーは深浦で頑張る若者を紹介するコーナー『スポットライト』です。

　今回、インタビューしたのは今年8月に合併20周年記念の深浦ねぶた運行を行う「深浦ねぶた祭実
行委員会」です。
　実行委員会のメンバーの皆さんにねぶた祭への想いや今後の目標などについて取材しました。

ねぶた祭への想いを教えてください！
　コロナ禍を境にして深浦のねぶたが運行されなくな
り、どこか寂しい感じがありました。『深浦ねぶたを復
活させ、夏を盛り上げたい』ということでねぶたを制
作・運行しようとなりました。以前は各子ども会でねぶ
たを制作し運行していましたが、子どもの数も減り、深
浦ねぶたを経験したことがない子どもたちがたくさんい
ると思うので、一緒にねぶたを引っ張って深浦の夏を盛
り上げたいです。

ねぶた作りの楽しいこと、やりがいを感じる瞬間など教
えてください！
　指導者以外は一からねぶた制作をしたことがなく、最
初はとても不安でしたが、指導者の丁寧な指導のおかげ
で、少しずつ上達し、難しく複雑な部分がうまくできた
ときはやりがいを感じます。何より制作中の談笑が楽し
く、いつも時間を忘れて作業に没頭しています。
　また、紙貼り体験に参加してくれる子どもたちが多
く、ねぶた作りに興味を持ってもらえていることがとて
も嬉しいです。町民の方々から「ねぶた、楽しみにして
るよ」とか「復活してくれてありがとう」といった声を
いただくことが多く、モチベーションが上がりますし、
ますます頑張ろうという気になります。

今後の目標・予定について教えてください！
　今回、合併20周年事業として復活ということになっ
ていますが、なんとか継続事業として続けられればと思
っています。実行委員全員がやる気なので、ぜひ町でも
協力いただければと思います。

町民のみなさまへ一言！
　８月13～15日の３日間だけの運行ですが、大いに盛
り上げたいと思っていますので、たくさんの方々のご参
加をお待ちしております。また、ねぶた踊りやねぶた囃
子の練習も行っています。一緒にねぶたを盛り上げたい
という方は、ぜひこちらにも参加していただければと思
います。

　８月の運行へ向けて、集中して紙貼り作業を行ってい
るメンバーの姿やメンバー同士楽しそうに作業をしてい
る姿が印象的でした。町内の子どもたちだけではなく、
帰省中の子どもや大人もぜひ運行に参加してほしいと語
っていました。
　８月の運行に向けてこれからも頑張ってください！

深浦ねぶた祭実行委員会
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深浦町文化協会活動中！加入団体を紹介します
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役場の窓口を紹介します　
【福祉課】
　前回に引き続き、福祉課の業務の一部を紹介します。
　今回は、放課後児童健全育成事業と各種関係窓口について紹介します。

◆放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ「レッツ!ふかうら」）
　保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生に対し、授業の終了後等に適切な遊び及び生活の場を
与えて、その健全な育成を図るものです。

◆各種関係窓口

■お問合せ先　福祉課　TEL　74－2117

次回以降も引き続き福祉課の業務を紹介していきます。

児童クラブ名称 実施場所

レッツ!ふかうら北児童クラブ

レッツ!ふかうら中央児童クラブ

レッツ!ふかうら南児童クラブ

大戸瀬支所

介護予防世代間交流施設さくら館

岩崎支所社会文化会館

サービスの種類 内容

民生児童委員協議会

生活保護申請

百歳祝金関係

高齢者交通安全杖支給

福祉避難所

老人福祉施設措置に関すること

特別弔慰金関係

交通災害共済

赤十字関係事務

住民相談に応じ、必要な援助を行うとともに、子どもたちを見守

り、子育ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相談・支援等を行い

ます。

西北福祉事務所への取次事務を行います。

100歳を迎える高齢者に祝金と記念品贈呈します。

65歳以上であって町に住所を有し、杖を使用しなければ歩行の

安全を確保できない方に支給します。

町内３施設指定。入所・入院するに至らない程度で 高齢者や障

害のある方など、避難生活において特別な配慮を必要とする方が

対象です。

やむを得ない事由により介護保険給付を利用することが著しく困

難である方の措置入所手続きを行います。

戦没者遺族にR7年度から5年間支給します。５月以降順次書類送

付(予定)します。

１年350円の加入で交通事故による災害の程度に応じて見舞金又

は弔慰金をお支払いします。

国内外における災害救護をはじめ、苦しむ人を救うために幅広い

分野で活動しています。寄付金募集の他、日赤奉仕団として７分

団が地域で活動しています。

進め Forest 協力隊!!進め Forest 協力隊!! ２

深浦町地域おこし協力隊　櫻井　義晃（さくらい　よしてる）

進め Forest 協力隊!!

防 災 コ ー ナ ー防 災 コ ー ナ ー

　気候がだんだん暖かくなり体
が活発に動くようになってきま
した。
　今年の１月末から深浦町に移
住し、深浦町の自然を家の中に
いても身近に感じられる生活を
望んでいるため、出来るだけ家
具等は買わず深浦産の木を調達
し作っていくことを目指してい
ます。
　そこで今回、風合瀬町行分収
林の間伐で不要となった杉の木
を丸太でいただくことが出来た
ので、物を置く台座やテーブル
等を作っていこうかなという段
階です。
※因みに今は畳の上に段ボール
を敷いて物が置いてある状態
です。

　丸太の皮むきをして少し磨い
た状態から、眺めたり触れたり

香りを楽しんでいます。
　最近暑い日が続いたので、丸
太を膝の上に載せて抱えている
と、とてもみずみずしくてひん
やりして心地よいです。「木か
ら深浦の自然の恵みを無償で受
け取っているんだな」と感じま
す。
　普段仕事では森林の中で活動
しているため、自然に対し木に
対して敬意を払う行動を心がけ

ていますが、実際は時間に追わ
れたり効率やスピード重視に
なってしまう時があるので、心
にゆとりを持つことが今の私に
は必要です。
　木から作った作品はインスタ
グラムにアップ
していきますの
で興味のある方
は見ていただけ
ればと思います。インスタグラムはこちら

　昨年８月、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が運用開始以降初めて発表され、発表期間中は
関東から九州の各地で地震への備えの再確認などが呼びかけられました。この対応は、北海道・三陸沖
後発地震注意情報が発表された際に皆さんに呼びかけられる内容と同じです。
　北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表された場合、発表から１週間は通常の生活（通勤・通学な
ど）を送りつつ、地震への備えの再確認、すぐに避難できる態勢の準備などを行ってください。水や食
料などの備蓄品は、慌てて買い出しに行くことが無いよう、日頃から準備しておきましょう。
　なお、北海道・三陸沖後発地震注意情報の発表期間中に対象地域への旅行や出張を中止する必要はあ
りません。巨大地震発生の可能性が高まっているとはいえ、発表期間の１週間に被害を伴うような大地
震が発生しないことがほとんどです。ただし、巨大地震は何の前触れもなく発生する可能性があります
ので、突発的な大地震の発生に備えて、日頃から地震への備えを行いましょう。
　また、常に緊急情報を取得できるようにし、滞在先の市区町村からのお知らせや交通状況等を事前に
確認し、適切に行動できるよう心がけましょう。
　（２次元バーコードで解説ページを紹介）

■問合せ先　総務課　消防防災係　0173-74-2112（直通）

カンナで削る櫻井隊員 丸太を抱える櫻井隊員

北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表されたら？

北海道・三陸沖後発地震注意情報
について（内閣府ホームページ）

南海トラフ地震臨時情報について
（内閣府ホームページ）
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ので、突発的な大地震の発生に備えて、日頃から地震への備えを行いましょう。
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確認し、適切に行動できるよう心がけましょう。
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カンナで削る櫻井隊員 丸太を抱える櫻井隊員

北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表されたら？

北海道・三陸沖後発地震注意情報
について（内閣府ホームページ）

南海トラフ地震臨時情報について
（内閣府ホームページ）
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　鰺ヶ沢高校については、青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画（令和５年度～令
和９年度）において「地域校」として配置しています。今年度は23人の新入生を迎え入れまし
た。
　鰺ヶ沢高校では、更なる活性化を目指して学校と地域等が一体となって教育環境の充実に向け
た取組を行っています。その取組の一部についてご紹介します。

〈学校の取組〉
○地元タレントりんご娘のピンクレディさんを講師に招き、全国的にも珍しいTikTok部を設
立
○津軽地域初となるゴルフ部の設立（青森リゾートとの連携協定により、ゴルフ場を使用した
練習を実施）
○地元自治体や企業と協働したＳＢＰ（ソーシャルビジネスプロジェクト）研究会の活動
○「鰺高みらい塾」でドローン説明会・フライト体験を行い、希望者には、操縦技能（民間資
格）取得講習を実施

〈地域等の取組〉
○入学時の教科書、シューズ、ジャージ代に係る経費の補助
○鰺ヶ沢高校の生徒が無料で利用できる「あじバス」の運行（部活動参加のための土日祝日の
運行を含む）

　引き続き、地域の皆様のご協力を得ながら、鰺ヶ沢高校の魅力化に向けて取り組みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　鰺ヶ沢高校のＨＰへはこちらから⇒　　　　　　　　地域校についてはこちらから⇒

□青森県教育庁高等学校教育改革推進室　
　〒０３０－８５４０　青森市長島１－１－１　☎０１７－７３４－９８６６

鰺ヶ沢高校の取組の紹介F-ミーティング
　　実施グループ募集中！！
　深浦町のこれからをみんなで語り合ってみませんか？
　町長と地域の活性化・住みよいふるさとづくりなど、よりよい町
づくりのための意見交換を行いたい５～10名程度のグループを募集
しています。興味のある方は申込・問合せ先までご連絡ください。　
　　□申込・問合せ先
　　　　　　総合戦略課　TEL　74-2122

平沢町長が、深浦町の魅力を発信する
F-tube！
深浦町の魅力が伝わるチャンネルを目
指していきますので、ぜひチャンネル
登録をよろしくお願いします。

☎
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会

集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ 一人で悩まずに無料個別相談会をご利用ください

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029
□TEL 03-5363-6333

□https://precious-law.jp/
□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  【営業時間】 平日 9：00～18：00

(金)7/25
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深浦公民館 中会議室

鰺ヶ沢町中央公民館 講習室

(土)8/2
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火 水 金 土木
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12:00まで

TEL:0185-74-6788
〒018-2673　八峰町八森字中家後４番６

たむら歯科
院長　田村　誠
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《６月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,175人
　3,502人
　6,677人
　3,465世帯

（－ 1）
（－20）
（－21）
（－ 5）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢
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～夕焼けに描く　ぼくの・わたしの夢～

子どもを受動喫煙から守る！

OOKK

fujiichi.bisou-paitinted soul   

118844--11
00117722 7777 22226622 008800 66000011 11776600

◆対　　象　令和７年８月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ（【例】

「元気に育ってね！」など）
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③

性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は７月25日㈮です。

こんなに

元気です！

８月生まれのお子さんの写真を
募集します！
８月生まれのお子さんの写真を
募集します！
８月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 問合せ先　総合戦略課　TEL 74-2122

　　　　　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

Sunset Stage

　何かに一生懸命取り組み、夢に向かって頑張っている子どもたちを広報ふかうらで紹介しま
す。
　「好きなこと」「得意なこと」「頑張っていること」と「将来の夢」を教えてください。
　対象や応募方法は次のとおりです。掲載された人には「ゆうひくんタオル」をプレゼントい
たします。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○対　　象：町内在住・在学の小・中・高校生
○応募方法：子どもの氏名（ふりがな）、学校名（学年）、保護者の氏名、保護者の電話番号

と、上記の「将来の夢」などについて100字～200字程度で記載し、対象者の顔
写真や頑張っている姿の写真を添付して電子メールで提出してください。掲載候
補になった人へ折り返しご連絡いたします。

提出先メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
※メールの件名に「SunsetStage」と記載してください。

留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。
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京
の
担
当
と
し
て
の
お
手
伝
い
兼

広
報
の
取
材
の
た
め
で
す
。
１
年
ぶ
り

の
東
京
だ
っ
た
の
で
す
が
、
30
度
越
え

の
気
温
で
東
京
駅
へ
着
い
た
時
か
ら
汗

が
に
じ
む
ほ
ど
の
暑
さ
で
し
た
。

　
暑
さ
も
そ
う
で
す
が
、
東
京
出
張
で

一
番
つ
ら
い
と
感
じ
る
の
は
駅
や
電
車

内
の
人
混
み
で
す
。
青
森
に
い
る
と
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
体
験
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
京
に
行
く
と
東

京
駅
内
や
満
員
電
車
な
ど
常
に
人
混
み

の
中
を
歩
く
必
要
が
あ
る
気
が
し
て
い

ま
す
。

　
暑
さ
と
人
混
み
、
お
仕
事
な
ど
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
仕

事
を
終
え
、
行
っ
て
み
た
か
っ
た
お
店

に
も
行
け
た
の
で
良
か
っ
た
な
と
東
京

出
張
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

砂
利
踏
ん
で
素
足
の
裏
の
こ
そ
ば
ゆ
し
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
吟
　
竜

工
事
場
の
迂
回
看
板
緑
雨
染
む
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
り
　
き

い
つ
迄
も
友
と
語
ら
ふ
菖
蒲
園
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
浦
　
恵
美
子

美
し
き
直
線
描
く
青
田
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
郷
太
郎

跣
子
に
手
こ
ず
っ
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
石
　
田
　
か
つ
ら

故
郷
や
父
の
歯
型
の
箱
眼
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
力
　
丸

七
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　サ
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）
岩

崎
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鈴
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　亀
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）
黒

　
　崎
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田
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　雄
（
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）
岩

崎

上

山

　本

　し

　ゑ
（
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）
３

　
　区

堀

　内

　か
を
る
（
96
）
岩

崎

中

兼

　平

　ふ
み
え
（
92
）
田

野

沢

工

　藤

　富

　枝
（
87
）
北
金
２
区

五
十
嵐

　榮

　子
（
86
）
北
金
２
区

柳

　原

　秀

　子
（
86
）
柳

　
　田

松

　下

　シ
ミ
エ
（
98
）
北
金
１
区

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
中
　
村
　
聖
　
那
（
３
　
　
区
）

根
　
上
　
茄
　
渚
（
北
金
２
区
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

（

）

七
　
戸
　
翔
　
気
　
　
健
　
　
横
　
　
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
咲

き

と

戸
籍

窓
の

～夕焼けに描く　ぼくの・わたしの夢～

子どもを受動喫煙から守る！

OOKK

fujiichi.bisou-paitinted soul   

118844--11
00117722 7777 22226622 008800 66000011 11776600

◆対　　象　令和７年８月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ（【例】

「元気に育ってね！」など）
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③

性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は７月25日㈮です。

こんなに

元気です！

８月生まれのお子さんの写真を
募集します！
８月生まれのお子さんの写真を
募集します！
８月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 問合せ先　総合戦略課　TEL 74-2122

　　　　　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

Sunset Stage

　何かに一生懸命取り組み、夢に向かって頑張っている子どもたちを広報ふかうらで紹介しま
す。
　「好きなこと」「得意なこと」「頑張っていること」と「将来の夢」を教えてください。
　対象や応募方法は次のとおりです。掲載された人には「ゆうひくんタオル」をプレゼントい
たします。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○対　　象：町内在住・在学の小・中・高校生
○応募方法：子どもの氏名（ふりがな）、学校名（学年）、保護者の氏名、保護者の電話番号

と、上記の「将来の夢」などについて100字～200字程度で記載し、対象者の顔
写真や頑張っている姿の写真を添付して電子メールで提出してください。掲載候
補になった人へ折り返しご連絡いたします。

提出先メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
※メールの件名に「SunsetStage」と記載してください。

留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。
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ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

7月号
No.244

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（上段左から）
さいとう　う　　たくん（４さい）
ふじむら　ひ ま りさん（５さい）
つ ぼ ね　あ お いさん（５さい）
よ し た　こ う たくん（５さい）
あきもと　は す みさん（４さい）
よ し た　ひ す いくん（５さい）
（下段左から）
いしざわ　と　　わくん（５さい）
おおさわ　む　　ぎさん（６さい）
か さ い　め い なさん（６さい）

みよし保育園のなかよしたち

「みよし保育園マーチングバンド」

読者投稿
掲載ページ

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

ひ

ま
り

山
﨑

　陽
葵
ち
ゃ
ん

（
北
金
１
区
）
Ｒ
２
／
７
／
30
生

「
元
気
で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
」

は

な

鶴
田

　羽
華
ち
ゃ
ん

（
沢
辺
）
Ｒ
５
／
７
／
27
生

「
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
お
話
聞
か
せ
て
ね
☆
」

2 0 2 5

VOL.244
7

深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品など
を広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真
やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐し
い昭和・平成の写真、日常の風景や一コマな
ど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんから
のご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」
と入力し、本文にコメントとペンネームを
入力したうえで、掲載してほしい写真を添
付して次のメールアドレスへ送信してくだ
さい。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真
とコメント、ペンネームを記入したものを
添えてください。

コ
メ
ン
ト
　パ
パ
と
弟
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　ね
ぶ
た
紙
貼
り
体
験
！

投
稿
者
　こ
こ

春日祭 大間越
かしま まつり

HP


